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「飛ばそうよ 大きな夢を大空へ/Jと第16回こどもまつりが5月5日、上回公園一帯などで聞か
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市民と市長の日

毎月 1日に行っています 「市民と市

長の日」を、来月は都合により 6月2
日(火)午前9時から正午まで、市役所3
階市長室で行います。

農地問題相談日

「農地問題相談」を6月1日(月)午前8
時30分から午後5時まで、市役所2階

農業委員会事務局で行います。



だ 昭和62年 5月16日一一(2)ー

市政を担う

新しい市議会議員

え広報う

市
政
を
担
う
新
し
い
市
議
会
議
員

の
み
な
さ
ん
が
、

四
月
二
十
六
日
の

選
挙
で
決
ま
り
ま
し
た
。
新
議
員
三

十
二
人
は
こ
れ
か
ら
四
年
間
、
住
み

よ
い
活
力
あ
ふ
れ
る
上
田
市
建
設
の

た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
市
民
の
代
表

と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

紹
介
は
、
五
十
音
順
で
す
。

氏
名
下
の
(
)
内
は
党
派
別
。一

一
次
に
職
業
、
年
齢
、
住
所
(
自

一
治
会
)
の
順
で
す
。

ーー第 983号

医
師
、
六
十
九
歳
、
大
字
芳
田

一一

七
(
森
)

会
社
役
員
、
五
十
七
歳
、

一一ーー
五
|
四
七
(
踏
入
)

会
社
役
員
、
六
十
三
歳、

小
泉
三
O
三
四
(
半
過
)

神
職
、
五
十
九
歳
、

形
四
六
六
(
諏
訪
形
)

葦沢達さん

(無所属・現)

池上一巳さん

(公明・現)

E省
入

石井重義さん

(無所属・現)
大
字

今井正昭さん

(無所属・現)

大
字
諏
訪

農
業
、
四
十
四
歳
、

曽
二
二

O
二

(
石
神
)

会
社
員
、
五
十
七
歳
、
大
字
御

所
番
外
五
四
1

三
O
九
(
御
所
)

会
社
役
員
、
五
十
六
歳

古
里
二
二
一
一

(染
屋
)

上原憲さん

(無所属・現)

大
字
古
安

加藤一幸さん

(社会・現)

川上清さん

(無所属 ・現)
大
字

会
社
役
員
、
五
十
七
歳

小
泉

一
四
三
六
(
小
泉
)

会
社
役
員
、
五
十
八
歳
、
大
字

本
郷
七
五
七
|
六
(
五
加
)

会
社
役
員
、
五
十
四
歳

城
五

|
四
|
七
(
城
北
)

農
業
、
五
十
五
歳
、
大
字
下
室

賀

二
六
四
O

(下
室
賀
)

小泉連夫さん

(無所属・現)
大
字

甲固定男さん

(無所属・引)

腰原徳ーさん

(無所属・現)
常
磐

小山正俊さん

(無所属・現)

会
社
役
員
、
五
十
歳
、
大
字
上

田
原
八
六
九
|
七
(
川
辺
町
)

自
営
業
、
五
十
五
歳
、
常
田

|
一二一一一
ー

一
四
(
北
常
国
)

会
社
役
員

ー

一一

ーー
二

五
十
歳
、
中
央

(
海
野
町
J

農
業
、
五
十
歳
、
大
字
上
塩
尻

五
五
九
(
上
塩
尻
)

斉藤吉栄さん

(無所属・現)

桜井啓喜さん

(無所属・現)

瀬下司さん

(無所属・現)

高遠和秋さん

(共産 ・現)



第 983号ーー

農
業
、
六
十
六
歳
、

温
泉
一

O
六

九

|
三

fご

会
社
役
員
、
六
十
六
歳

一l
七

五

(

踏

入

)

え一(3)一一一昭和62年5月16日 広報う

農
業
、
五
十

一
歳

一
四
四
九
(
岩
門
)

農
業
、
五
十
歳
、
大
字
住
吉
七

一
八

(長
島
)

竹内義憲さん

(無所属・現)

大
字
別
所

(
上
手
)

竹田忠ーさん

(社会・現)
E沓
入

茅野光昭さん

(社会・現)

大
字
古
里

土屋勝利さん

(無所属・現)

政
党
役
員
、
六
十
歳
、
緑
が
丘

三
|

一
八

|
一
七
(
緑
が
丘
西
)

農
業
、
六
十
六
歳

四
八
四
(
黒
坪
)

会
社
役
員
、
五
十
八
歳
、
天
神

一
一ー
ー
四
|
六
八

(北
天
神
町
}

里
a メL
-・~

0 社
五員
/、
| 四

五十
一七
染歳
屋

手長菅川忠男さん

古 (民社・現)

寺島昭夫さん

(社会・新)

中村寛さん

(無所属・現)

大
字
国
分

成沢捨也さん

(無所属・現)

林 允さん

(公明・現)

会
社
役
員
、
五
十
四
歳
、
大
字

下
之
条
七
八

一
|
一一一

(
下
之
条
)

印
刷
業
、
四
十
六
歳
、
大
字
下

塩
尻

一
四
三
|
五
(
下
塩
尻
)

農
業
、
五
十
八
歳
、
大
字
福
田

三
二
|
イ
の

一

(
福
田
)

農
業
、
四
十
六
歳
、
大
字
富
士

山

一
七
七
六
(
下
組
)

藤原信ーさん

(社会・新)

堀内伝さん

(無所属・現)

松崎喜ーさん

(無所属・現)

会
社
役
員
、
六
十
八
歳
、
中
央

五
l

一一

|
一一

O

(上
房
山
)

会
社
役
員
、

浦
野
四
七
五

五
十
二
歳

(
浦
野
)

会
社
役
員
、
五
十
八
歳
、
大
字

下
塩
尻
七
六
五
(
下
塩
尻
)

松野量平さん

(無所属・現)

水出忠幸さん

(無所属・新)
大
字

母袋悦男さん

(無所属・現)

矢島昭八さん

(公明・新)

宅
地
建
物
取
引
業
、
五
十
三
歳、

大
字
蒼
久
保
九

一一

八
(
久
保
林
)

あなたの考えを市政提言電話へ4月から新設

自転車は駐輪ゾーンヘ ニコ ニコサンキュ-

fi25-2539 (留守番電話)

市政に対する建設的なご意見、

ご提案をお寄せください。電話の

開設時間は、午前 9時から午後8

時までです。

市では、 4月から駅前 2か所に

自転車駐輪ゾーンを新設しました。

ゾーン内の駐車命にご協力ください。

なお、ゾーン以外の自転車は放置

自転車とみなし撤去します。
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政
府
は
四
月
二
十
九
日
、
昭
和
六

十
二
年
春
の
叙
勲
を
発
表
し
ま
し
た
。

市
内
で
は
、
次
の
二
人
が
晴
れ
の
受

章
に
輝
き
ま
し
た
。

品作
勲
四
等
瑞
宝
章

関

勇

春

さ

ん

え

関
さ
ん
は
、
五
十
有
余
年
の
長
き

に
わ
た
り
歯
科
医
院
を
開
業
し
、
地

域
住
民
の
む
し
歯
予
防
、
歯
科
医

広報う

知事表彰

9人が

一ー第 983号

めでたく受章

県
は
四
月
二
十
三
日
、
今
年
度
の

知
事
表
彰
を
発
表
し
ま
し
た
。
市
内

で
は
、
次
の
九
人
の
皆
さ
ん
が
受
章 --圃a・‘

一
人
が
晴
れ
の
受
章

関さん (81歳)
古安曽992

療
の
普
及
に
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
長
野
県
歯
科
医
師
会
会
長
、

長
野
県
口
腔
衛
生
協
会
副
会
長
な
ど

の
要
職
を
歴
任
さ
れ
一、
歯
科
保
健
事

さ
れ
ま
し
た
。

マ
自
治
功
労
葦
沢
達
さ
ん

(
六
十
九
歳
・
芳
田

一
一
一

七
)

葦
沢
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
八
年
か

ら
現
在
ま
で
二
十
四
年
間
、
上
田
市

議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
間
、
上
田
市
議
会
に
お

い
て
議
長
、
副
議
長
、
厚
生
委
員
会

委
員
長
、
高
速
自
動
車
道
対
策
特
別

委
員
会
委
員
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任

さ
れ
ま
し
た
。

マ
産
業
功
労
沓
掛
信
敏
さ
ん

(六
十
二
歳
・
下
塩
尻
三
三
二
)

沓
掛
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
酒

業
の
推
進
と
口
腔
衛
生
の
向
上
に
尽

力
さ
れ
ま
一し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
歯

科
医
師
会
理
事
と
し
て
、
医
療
並
び

に
社
会
保
険
行
政
へ
の
協
力
推
進
に

も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

合
勲
六
等
瑞
宝
章

芳
野
弥
次
郎
さ
ん

芳
野
さ
ん
は
、
三
十
三
年
の
長
期

に
わ
た
り
、

警
察
の
仕
事

一
筋
に
精

造
業
界
、
酒
類
販
売
業
界
の
指
導
的

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

問
、
関
東
信
越
麦
酒
卸
売
酒
販
組
合

理
事
、
長
野
県
卸
売
酒
販
組
合
理
事

長
な
ど
を
歴
任
、
信
川
清
酒
の
品
質

向
上
と
販
路
拡
大
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た。マ
産
業
功
労
榊
原
達
雄
さ
ん

(
六
十
二
歳
・
緑
が
丘

一l
l

十
l
十
)

榊
原
さ
ん
は
、
長
年
自
動
車
部
一品

関
係
の
会
社
を
経
営
し
、
事
業
を
通

し
て
地
域
産
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
自
動
車
部
品

工
業
会
、
日
本
軽
金
属
協
会
の
監
事

と
し
て
も
活
躍
さ
れ
、
業
界
で
は
指

.... 
芳野さん(70歳)
上田原1039-12

進
さ
れ
、
地
域
社
会
の
安
全
確
保
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
任
務
に
あ

た

っ
て
は
、
お
う
盛
な
正
義
感
と
豊

か
な
見
識
を
も

っ
て
臨
み
、
犯
罪
捜

査
、
防
犯
活
動
、
交
通
安
全
な
ど
警

察
活
動
全
般
に
わ
た
っ
て
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
豊
富
な
一知
識
と
巧

み
な
統
率
力
を
も

っ
て
部
下
職
員
の

指
導
に
あ
た
り
、
後
継
者
守
つ
く
り
に

も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

マ
産
業
功
労
横
林
保
次
さ
ん

(六
十
二
歳
・
御
所
五
四
七
)

横
林
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
七
年
よ

り
印
刷
業
を
開
業
し
、
業
界
の
発
展

の
た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
持
に
、

長
野
県
印
刷
工
業
組
合
の
設
立
に
尽

力
さ
れ
、
組
合
運
営
に
た
ず
さ
わ
り
、

印
刷
技
術
の
向
上
、
研
究
に
努
力
さ

れ
ま
し
た
。

マ
産
業
功
労
柴
田
久
雄
さ
ん

(
六
十
二
歳
・
中
央
三
1

五
ー

一
四
)

柴
田
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
八
年
か

ら
現
在
ま
で
三
十
三
年
間
、
食
肉
団

体
の
役
員
と
し
て
在
任
さ
れ
一、
食
品

歯
の
健
康
相
談

を
開
き
ま
す

催
で
「
第
十
五
回
歯
の
健
康
相
談
」

が
次
の
と
お
り
聞
か
れ
ま
す
。
歯
の

生
え
は
じ
め
た
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
六
月
七
日
制
・
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
後

と
こ
ろ
:
・
海
野
町
会
館

一
階

内
容
:
・
歯
の
健
康
診
断
・
相
談
・

指
導
コ
ー
ナ
ー
、
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
コ

ー
ナ
ー
、
お
や
つ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
0

・
問
い
合
わ
せ
上
田
小
県
歯
科
医

師
会
宮
⑫
2
1
6
0
、
保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
9
1

市政ガイド

、サンデーうえだも

有線テレビで毎日曜日に

市政に関する情報を皆さんに

提供します。上回ケーブルビ

ジョ ン(1チャ ンネル)で日曜

日放映しています。
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衛
生
の
普
及
、
会
員
の
営
業
の
安
定

と
振
興
な
ど
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
野
県
食
肉
公
正
取
引
協
議

会
の
設
立
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

マ
産
業
功
労
中
村
栄
一
さ
ん

(
六
十
九
歳
・
上
田
原
九
二

中
村
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
五
年
か

ら
千
曲
川
左
岸
地
区
の
水
利
を
運
営

す
る
六
ケ
村
堰
土
地
改
良
区
の
理
事

市
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に

成
長
す
る
た
め
に
満
四
か
月
、
十
か

月
、
一
歳
六
か
月
、
三
歳
の
健
康
診

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
乳

幼
児
健
康
診
査
の
様
子
を
紹
介
し
ま

す。

fごえー (5)一一一昭和62年 5月16日 広報う

二
階
の
保
健
セ
ン
タ
ー

(
市
役
所

南
庁
舎
)
か
ら
は
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
今
日
は
、

四
か
月
健
診
の
日
で
す
。
検
診
室
で

は
、
す
で
に
お
母
さ
ん
た
ち
が
母
子

手
帳
を
出
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。

と
し
て
、
積
極
的
に
運
営
管
理
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
土
地
改
良

事
業
の
近
代
化
を
推
進
し
、
食
糧
生

産
の
増
大
と
農
家
収
入
の
増
収
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
問
、
理
事
長

も
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

マ
産
業
功
労
室
賀
弥
三
郎
さ
ん

(
七
十
四
歳
・
富
士
山
二
六
三
四
)

室
賀
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
九
年
長

健
診
中
、
お
母
さ
ん
の
心
配
事
が

一
つ
で
も
と
れ
、
安
心
し
て
帰
れ
る

よ
う
に
と
思
い
、
最
初
の
赤
ち
ゃ
ん

を
呼
び
ま
し
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
、

O
子
ち
ゃ
ん
。
首

が
し
っ
か
り
し
て
き
た
か
見
せ
て
ね
」

と
、
あ
お
む
け
の

O
子
ち
ゃ
ん
の
手

こ
ん
に
ち
は
保
健
婦
で
す

A 

野
県
植
物
防
疫
協
会
を
設
立
し
、
植

物
防
疫
の
組
織
化
、
病
害
虫
防
除
技

術
の
確
立
、
農
薬
安
全
使
用
の
推
進

な
ど
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

下
組
自
治
会
長
、
東
塩
田
連
合
自
治

会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
の
発

展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

マ
消
防
功
労
小
宮
山
文
善
さ
ん

(
五
十
七
歳
・
中
央
五
l

一
三
|
六

そ
の
後
、
身
長
・
体
重
を
測
り
、

先
生
の
診
察
を
受
け
て
、
も
う
一
度

保
健
婦
が
お
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。

「お
母
さ
ん
、
何
か
気
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」

「え
え
、

一二
、
四
日
便
が
で
な
い
こ

と
が
あ
る
ん
で
す
」

気
軽
に
声
を
か
け
て

乳
幼
児
健
康
診
査
か
ら

を
引
き
な
が
ら
起
こ
す
と
、
し
っ
か

り
と
つ
い
て
き
ま
す
。

「お
母
さ
ん
、
も
う
、
う
つ
ぶ
せ
に

し
て
も
顔
を
上
げ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
ね
」

「そ
う
な
ん
で
す
」
と
う
れ
し
そ
う

で
す
。

「水
分
を
多
め
に
と
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
こ
よ
り
か
ん
腸
を
や
っ
て

い
ま
す
か
。
綿
棒
で
も
い
い
で
す
か

ら
、
旺
門
を
刺
激
す
る
と
出
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
よ
。
ま
た
、
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
ら
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や

各
地
区
で
聞
い
て
い
る
健
康
相
談
室

五
)小
宮
山
さ
ん
は
1

三
十
年
近
く
消

防
団
の
幹
部
と
し
て
、
豊
富
な
知
識

と
経
験
に
よ
り
消
防
団
の
育
成
と
強

化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
火
災
、
台

風
、
大
雨
な
ど
の
非
常
時
に
際
し
て

は
、
常
に
果
敢
な
行
動
と
卓
越
し
た

手
腕
に
よ
り
団
員
を
指
揮
し
、
団
長

と
し
て
そ
の
責
に
尽
一く
さ
れ
ま
し
た
。

に
お
い
で
く
だ
さ
い
」

乳
児
健
診
を
終
え
、
席
に
戻
る
と

電
話
が
入
り
ま
し
た
。

「妊
娠
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
実
は

二
歳
に
な
る
上
の
子
が
寝
る
前
に
な

る
と
母
乳
を
吸
う
ん
で
す
。
や
め
よ

う
と
思
う
の
で
す
が
、
な
か
な
か
や

め
ら
れ
な
い
ん
で
す
」

「上
の
子
ど
も
さ
ん
が
お
兄
ち
ゃ
ん

に
な
る
準
備
と
し
て
、
お
っ
ぱ
い
を

が
ま
ん
す
る
よ
う
話
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
今
が
流
産
に
な
る
危
険
も
高

い
わ
け
で
す
か
ら
」

「え
え
、
家
の
人
に
も
協
力
し
て
遊

ん
で
も
ら
い
ま
す
」
と
い
う
妊
婦
さ

ん
の
声
を
聞
い
て
安
心
し
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
保
健
婦
は
、
み
な
さ

ん
が
健
康
で
明
る
い
生
活
が
送
れ
る

よ
う
お
手
伝
い
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
い
つ
で
も
お
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

マ
社
会
福
祉
功
労
山
浦
安
子
さ
ん

(
七
十
五
歳
・
上
田
原
二
ハ
六
)

山
浦
さ
ん
は
、
母
子
寡
婦
福
祉
会

会
長
と
し
て
、
会
の
組
織
強
化
と
会

員
の
福
祉
向
上
を
め
ざ
し
て
、
長
年

に
わ
た
り
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
母
子
・
父
子
家
庭
の

窮
状
を
思
い
、
献
身
的
な
活
動
を
続

け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

障害・母子年金など

「現況届」は 5月末までに
5月は、国民年金の障害年金・母子年金・遺児年金・寡婦年金を受け

けている方が 「現況届」 を提出する時期です。もし提出しなかったり、

遅れたりすると、年金の支給が止まったり、遅れたりすることがありま

すから、必ず期日までに正しく記入して、国保年金課国民年金係ヘ返送

してください。(ただし、障害基礎年金・遺族基礎年金の受給者は、今回

現況屈を提出する必要がありません)

〈国保年金課年金係宮⑫4100内線284・有線②0711)



一ー第 983号・

1世紀

泉町水源地 新屋(神科)取入口

水道週間行事予定
0 水道関連器具展示会(染屋浄水場)

o染屋浄水場開放(染屋浄水場)

0水道なんでも相談(海野町 日曜広場)

6月 6日(士)・ 7日(日)

6月6日(士)・ 7日(日)

6月7日(日)



ー，(7)一一一日百平日62年 5月16日 広報う え Tご 第 983号ーー

水道が しあわせ 広げた
水道週間 6月1日--7日

水道は、私たちの健康で‘文化的な日常生活を支

える最も重要な施設です。水道に対する国民の理

解と関心を高めていただくため、今年も 6月 1日

(月)から 7日(日)まで、第29回「水道週間」が全国一

斉に行われます。

本年は、近代水道 100周年を迎えることから、

上田市上水道の歴史と水系を簡単に紹介 します0

・水道ができたニろ 上田市に初めて水道がで、き

たのは、大正12年のことです。千曲川畔の泉町水

源地からポンフ。揚水し、染屋浄水場まで導水 しま

した。 当時、水道を使っていた人は約 2万人の市

民でした。事業費は当時のお金で85万円。落成式

の際、小学校児童によって合唱された 「上田市水

道落成祝賀の歌」の一部を抜粋すると・・・・

①水に悩みし上田市の 水に悩み し上田市の
もろとも

上水道の落成を 祝へや祝へや諸共に

②20余尺の深さなる 拡福井戸やtJR筒井戸

60馬力の電動機 音 も勇まし水源地

その当時、水に悩んでいた姿や水道の完成の喜び、

が表現され、水道に対する期待のほどがうかがえ

ます。

・ひろがる水道 本格的な拡張工事は、昭和25年

の第 1次拡張工事からでした。その後、昭和53年

の第 5次拡張までの工事によって、水道は飛躍的

に広がり、今日の近代的な水道施設が整備されま

した。この間には、水源として神川の神科新屋か

らの取水や菅平夕、ム利用による真田水源からの取

水と石舟浄水場の建設、簡易水道の統合などが行

われま した。

・これからの水道拡張工事によって、市内のほ

とんどの地域に水道が引かれました。しかし、近

年は生活をする場所が市街地から周辺地域に移り

変わりつつあり、水道を見直す必要に迫られてき

ています。また、水源の開発、渇水時や災害時に

おける給水確保態勢の整備、水j原の汚濁防止など

多くの問題を抱え、水道を取りまく状況は厳しく

なっています。市では、このような問題に対処し

ながら、今後とも市民のお手元に、安心して飲め

るきれいな水をお届けできるよう努めていきます。

三三市営水道(染屋系統)岡配水池

弘:'.~;~~~:::~市営水道(石舟系統)

総量県営水道

⑨ ポンプ場

水道の水系

土.田市の水道は、大きく分けて土.田市上水

:道、長野県営水道(塩田地区および川西地区

;の一部)の 2つの上水道があります。このう

!ち上田市上水道は、配水区域を 2つに分けて

j染屋系統(染屋浄水場から市街地、塩尻、城

i下、川西方面に配水)と石舟-系統(石舟浄水

;場から神科、豊殿、神川、北部高地に配水)

:があります。
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15年ぶりに一般開放
上田城南櫓(やぐら)の内部が、 4月25日から

15年ぶりに一般開放されました。櫓の 1階部分に

は真田氏関係の資料などが展示され、 2階の鉄砲

穴などからは上回公園の内外を眺めることができ

ます。開放直後がゴールデンウィークと重なった

こともあり、連日大勢の観光客でにぎわいました。

新緑の中で茶会
信州の鎌倉.7llJ所温泉「大茶会」が 5月5

日、塩田平の中禅寺(=写真)、前山寺、常楽

寺など 6か所の寺や神社で聞かれました。こ

の日は好天に恵まれ、大勢の市民や観光客が

さわやかな新緑の中での茶会を楽しんでいま

しアこ。

福
利
増
進
・
明
る
い
職
場
づ
く
り
に

「
勤
労
者
互
助
会
」
に
加
入
を

「上
田
市
勤
労
者
互
助
会
」
で
は
、

中
小
企
業
や
商
庖
な
ど
に
勤
務
す
る

従
業
員
や
そ
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
、

健
全
な
生
活
と
明
る
い
職
場
づ
く
り

を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
安
い
掛
金

で
有
利
な
保
障
が
で
き
る
共
済
制
度

と
会
員
の
親
睦
・
交
流
を
図
る
福
利

厚
生
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

加
入
案
内

-
加
入
で
き
る
人

市
内
の
労
働
組
合
の
な
い
事
業
所

に
勤
務
す
る
従
業
員
と
そ
の
事
業
主

の
皆
さ
ん
で
、
全
員
加
入
が
原
則
と

な
っ
て
い
ま
す
。
(
臨
時
、
パ
ー
ト
な

ど
の
皆
さ
ん
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
)

・
入
会
金
・
会
費

入
会
金
は
、
加
入
時
に
百
円
。
会

費
は
月
額
二
百
五
十
円
(
会
費
を
事

業
主
が
負
担
し
た
場
合
は
必
要
経
費

扱
い
に
な
り
ま
す
)

-
入
会
の
方
法

申
し
込
み
用
紙
が
事
務
局
に
あ
り

ま
す
の
で
、
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

制
度
の
内
容

-
貸
付
制
度

生
活
資
金
は
百
万
円
ま
で
(
信
用

保
証
料
は
全
額
補
助
)
、
住
宅
資
金
は

一
千
万
円
ま
で
(
県
・
市
よ
り
三
年

間
利
子
補
給
あ
り
)
借
り
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

-
共
済
制
度

少
な
い
会
費
で
、
多
く
の
共
済
金

が
給
付
さ
れ
ま
す
。
(
次
ベ

l
ジ
の
共

済
金
給
付
額
表
を
参
照
)

-
厚
生
事
業

加
入
し
た
翌
日
か
ら
幅
広
い
福
利

厚
生
事
業
が
利
用
で
き
ま
す
。

マ
指
定
保
養
施
設
(
補
助
額

一
泊
で

会
員

一
千
円
・
家
族
五
百
円
)
・
・

諏
訪
湖
畔
・
湖
泉
荘
、
穂
波
温
泉
・

温
香
里
荘
、
飯
綱
高
原
・
し
な
の

山
荘
な
ど

マ
保
健
体
育
施
設
(
利
用
券
を
配
布
)

・
:
自
然
運
動
公
園
、
市
民
の
森
公

園
、
上
田
創
造
館
、
相
染
閣
な
ど

マ
パ
ス
ツ
ア

l
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

実
施

マ
家
庭
常
備
薬
品
の
配
布

-
照
会
先
労
政
課
内
上
田
市
勤
労

者
互
助
会
事
務
局

怨
(
⑫

4
1
0
0
内
線
6
0
5
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山林火災が3か所で発生
4月21日から23日にかけて、市内 3か所で山林

火災が発生しました。

特に、 21日の夜は、住吉(金剛寺)と下之郷・神

畑の山林2か所から出火。地区住民や消防団員な

どの懸命の消火活動にかかわらず、乾燥した状況

に加え、折からの強い風にあおられて、広範囲に

わたって燃え上がりました。市では早速、「上田市

山林火災対策本部」を設置。県を通じて自衛隊の

派遣を要請しました。

下之郷・神畑の火災は、 22日の未明に鎮静化し

たものの、住吉の火災は東太郎山方面へ延焼し、

なお火の勢いが衰えないため、 22日は自衛隊など

のヘ リコプター 9機による消火作業も実施 しまし

た。この結果、同日の夕方には住吉の火災も鎮圧

状態になり、 23日の朝に鎮火しました。

また、 23日の正午すぎには新田でも山林火災が

発生し、太郎山の山林に燃え移りましたが、消防

団員などの消火活動により、 3時間後に鎮火しま

しアこ。

上岡市山林火災経過
・4月21日(火)
20 : 15 :住吉(金剛寺)山林火災発生

22 : 20 :下之郷・神畑山林火災発生

1>消防署・消防団員全員出動

じ>宝池住吉寮の寮生が逗蓮寺へ、原峠保

養園の生徒が御所公会堂へ自主避難・4月22日(水)
o : 00 :上田市山林火災対策本部を設置
o : 10 :神畑・倉升地区 100世帯に避難命令

(状:況によりj壁葉佐)

o : 30 :県を通じて自衛隊に派遣を要請
2 : 00 :自衛隊第一隊、神畑に到着 }約 300人

3 : 08 :自衛隊第二隊、金剛寺に到着)が消火活動

3 : 30 :下之郷・神畑ほほ鎮圧状態

10 : 45 :ヘ リコプターによる消火開始(東京消防

庁 2機、自衛隊 6機、名古屋消防局1機)

15 : 30 :下之郷・神畑山林火災鎮圧

16 : 05 :住吉山林火災、火勢上田市側で衰える

17 : 09 :下之郷・神畑山林火災鎮火

(被害面積45ha、金額3，600万円)

-4月23日(木)

8 : 03 :全ヘリコプター消火活動を中止して待機

9 : 20 :住吉山林火災鎮火

(被害面積180ha、金額 2億 2，700万円)

9 : 30 :上田市山林火災対策本部解散

12 : 17 :太郎山(新田)山林火災発生

15 : 41 :太郎山山林火災鎮火

(被害面積 9ha、金額70万円)

ゃった.ノ105時間
4月29日から 5日間、上田市営球場で繰り

広げられた 105時間野球(県早起き野球連盟

主催)が5月 3日夜、410回で幕を閉じました。

結果は338対279で南軍が北軍を下しました。

この間、300人を超す選手が大記録達成のため

に奮戦 しました。

共済金給付額表 (主なもの)

共 ;斉 事 由 給付金額

死
dコEzh 員 160.000円
配偶者 65.000円

亡
子 30.000円
親 10.000円

住宅害災

全焼、全 壊、流失 200.000円
半焼、半 漆 100.000円
一部焼、 一部域、床上浸水 50.000円

廃 疾 50.000円

イ寡 休業 14 日 以上 5.000円

休業 30 日以上 10.000円
病 休業 90 日以上 15.000円

市吉 古書 15.000円

子の出生 5.000円

( 小学中時学に校1へ ) 子の就学 入 回限り 3.000円

退職慰労金(会員期間3年以上) 4.000円

鍋婚祝(結婚15年) 3.000円
寿

陶器婚祝 (結婚20年) 4.000円

祝
銀婚祝(結婚25年) 5.000円

真珠婚祝(結婚30年) 6，000円
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五
月
中
は
、
自
治
会
、
学
校
、
園

で
申
し
込
み
の
取
り
ま
と
め
を
し
て

い
ま
す
。
自
治
会
な
ど
で
申
し
込
み

を
し
な
か
っ
た
皆
さ
ん
は
、
市
民
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

-

会

費

マ
一
般
・
:
一
人
年
額
四
百
円

マ
団
体
・
:
一
人
年
額
三
百
円
(
保
育

園
・
幼
稚
園
の
園
児
、
・
お
よ
び
小
・

中
学
校
の
生
徒
)

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
市
が
会
費
を

負
担
し
ま
す
の
で
無
料
に
な
り
、

自
動
的
に
加
人
と
な
り
ま
す
。

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

②
身
体
障
害
者
(
一
・
二
・
三
級
)

③
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

④
交
通
・
災
害
遺
児

⑤
七
十
歳
以
上
の
方
(
大
正
六
年

五
月
三
十
一
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
)

田

を

に

人

ち

上

な

親

の

立

-

、
ひ
く
り
ず
一

ど

の

よ

か

わ

一

ほ

羽

気

が

思

一

の
4
元
り

こ
が
、
通
に

。
ウ
は

o

景

-

か
ヨ
ち
す
光
。
一

す
チ
た
ま
い
す
↑

で
ク
な
い
し
ま
一

じ
ハ
ひ
で
ま
い
一

存
む
。
い
え
て
一

ご
住
た
泳
ほ
っ
一

、
に
し
て
ほ
入
一

ん
堀
ま
つ
の
見
一

さ
の
し
そ
こ
で
一

皆
校
え
れ

、
つ一

高
か
連
も
寄
一

員
室
賀
敦
朗
さ
ん

マ

定

員

百

五

ナ

人

マ
受
講
料
無
料

マ
そ
の
他
出
席
さ
れ
る
場
合
は
、

五
月
二
十
六
日

ωま
で
に
市
生
活
環

境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
職
場
で
の
身
分
や
地
位
を

失
わ
な
い
で
一
定
期
間
休
業
し
、
育

児
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
す
る
制
度

で
す
。
乳
幼
児
を
自
分
の
手
で
育
て
、

し
か
も
職
業
で
培
っ
た
経
験
と
能
力

を
い
か
せ
る
育
児
休
業
制
度
を
利
用

?
し
宇
品

1
v
よトフ
。

企
業
は
百
万
円
、
大
企
業
は
八
十
万

円
)制
度
の
内
容
や
受
給
資
格
に
つ
い

て
の
詳
し
い
こ
と
は
、
長
野
婦
人
少

年
室
(
長
野
市
旭
町
一
一

O
八
)
へ
。

お知らせ

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
熟
練
し
た
労

働
力
の
確
保
に
、
企
業
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
育
児
休
業
制
度
を
導
入
し
、

活
用
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
制
度
を
取

り
入
れ
、
利
用
者
が
出
た
場
合
に
事

業
主
に
対
し
て
は
、
育
児
休
業
奨
励

金
が
国
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
(
中
小

ゆずります (希望価格) ゆずってください

子供のおぶいひも 無料 乳母車

青焼コピー 。 電気力一ぺッ卜(2畳)
電動ミシン 20，000円 電気洗濯機
/¥イク 5，000円 自転車(21--23インチ)
プロパンガス炊飯器 6，000円 婦人用自転車(24
ダブルベット 無料 都市ガス用瞬間湯沸器

高校生のカバン ij 鉄棒

編機 5，000円 子ども食堂いす
スチール事務机 3，000円 物置 (0.5坪ほど)
通信教育レタリング教材 無料 体重計(大人用)

食器だな 4，000円 ワーフ口
体重計(ベビー用) 無料 8ミリカメラ
三折マット ij 学生服(中 1女子)
。じゅうぶんに活用できる不用品は、 プロパンふろ一式

どんなものでも登録しましょう。 スクーター

く〉ゆずりたい品物、ゆず、ってほしい品物がありましたら、

生活環境課生活係 (ft⑫4100内線301)へお気軽にご連絡を。
く〉紹介後のトラブルなどについては、 責任を負いかねます

のでご了承ください。

え

( 5月7日現在)

広報う

交
通
災
害
共
済
に

五
月
三
十
日
は
「
消
費
者
の
日
」

で
す
。県上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

消
費
者
の
日
を
記
念
し
て
、
「
円
高
・

ど
う
な
る
く
ら
し
」
を
テ

l
マ
と
し

た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ

と

き

五

月

三

十

日

ω・
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分

マ
と
こ
ろ
上
田
合
同
庁
舎
講
堂
(
六

階
)
マ
テ
l
マ

ら
し
」

マ

講

師

加
入
し
ま
し
た
か

不用品登録報(主なもの)

育
児
休
業
制
度
の

市
民
課
告
(⑫
4
1
0
0
内
線
5
7

ご
利
用
を

い
ま
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
交

通
災
害
共
済
は
、
五
月
三
十
一
日
で

期
限
が
切
れ
ま
す
。
現
在
加
入
し
て

い
る
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
加

入
し
て
い
な
い
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機

会
に
家
族
そ
ろ

っ
て
加
入
し
ま
し
ょ

ぷ
』ノ
。

長
野
婦
人
少
年
室

宮

0
2
6
2
⑩
7
8
1
7

一ー第 983号

労
働
省
で
は
、
働
く
女
性
が
育
児

の
た
め
に
退
職
し
な
い
で
働
き
続
け

ら
れ
る
「
育
児
休
業
制
度
」
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。

「
円
高
・
ど
う
な
る
く

信
越
放
送
・
前
解
説
委



第 983号一一

小
児
ま
ひ
予
防

。
ホ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

を
投
与
(
二
回
目
)

保
健
予
防
課

包
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

ポ
リ
オ
(
小
児
ま
ひ
)
予
防
の
た
め
、

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
(
二
回
目
)

を
別
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該
当

す
る
子
ど
も
さ
ん
は
、
お
受
け
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、

3
月
日
日
付
け

「広
報
う
え
だ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、

一
回
目
と

二
回
目
の
間
隔

は
、
六
週
間
以
上
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

Tごえー (11)一一昭平日62年 5月16日 広報う

家
庭
用
計
量
器
を

無
料
検
査
し
ま
す

商
工
課
商
工
振
興
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
6
0
3

六
月
士
日
は
計
量
記
念
日
で
す
。

昭
和
二
十
六
年
六
月
七
日
に
、
旧
度

量
衡
法
が
廃
止
さ
れ
、
計
量
法
が
制

定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
計
量
記
念
日
に
ち

な
ん
で
、
私
た
ち
の
身
近
な
計
量
器

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
体
温
計
、
ヘ

ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ

l

~ 土品 名 時EFM 象 地 区
上田市保健センター

東部・西部・南部地区
(市役所南庁舎2階) 5 

2月6 
上野が丘公民館

(火日) 

神科豊殿地区

ネ111川地区公民館 神)11地区

上田市保健センター
中央・北部・ 塩尻地区

(市役所南庁舎 2階)
5 
月

川西社会福祉 27 川西地区
センター 体日) 

三 女子 町 会館 城下地区

塩田 5 
塩田地区

母子健康セ ンター
月
29 

(金日) 川 辺 町 会 館 川辺・泉団地区

小児まひ予防接種目程表(春期)

※受付時間午後 1時30分から2時30分まで。

※牽での来庁はなるべくご遠慮ください。

ル
な
ど
の
家
庭
用
計
量
器
の
無
料
精

度
診
断
を
行
い
ま
す
。
正
し
い
計
量

器
を
安
心
し
て
使
え
る
よ
う
、
こ
の

機
会
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

-
計
量
展
も
開
催

ま
た
、
六
月
六
日
出
、
七
日
制
は

上
田
創
造
館
に
お
い
て
、
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
計
量
展

を
聞
き
ま
す
。
計
量
に
つ
い
て
ご
理
一

解
い
た
だ
く
よ
い
機
会
で
す
の
で
、

小
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
も
お
誘
い
合

わ
せ
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

家庭用計量器検査日程表

月日 £ヨミ〉 場 時 問 対象地区

6月1日(月) 塩田解放会館
午前 9:30-11 :30 

1孟 田士也 区
午後 1:30- 3:00 

6月2日(火)
川西 公民館 午前 9:30-11:30 川西地区

農村環境改善センタ ー 午後 1:30- 3 :00 豊殿・神科・神川地区

6月3日(7)<) 市役所計量室
午前 9:30-12 :00 

市内全 域
4日嗣 午後 1:00- 3:00 

6日比)
上田創造 館

午前 9・30-12:00 
市内 全域

6月7日(日) 午後 1:00-4・00

鑑蓋血2B・6月の乳幼児健康診査
砂受付時間…いずれも午後 1 時~2 時。 砂持ち物…母子

健康手帳、パスタオル(4・10か月児)、歯ブラシ(1歳 6か

月児)。また、 1歳 6か月児と 3歳児は赤ちゃん手帳の中に

ある健康診査票を記入してお持ちください。 全期

〈収税課E⑫4100内線241・有線②0691>

軽自動車税

車内真月F艮は6月1日(月)です

~ 場 健診 実施日 対 象 ノl目し

4か月児
6月2日 62年 1月16日一 1月31日生

6月16日 62年2月1日-2月15日生

上田市保健センター 10か月児
6月4日 61年 7月16日一 7月31日生

6月19日 61年8月1日-8月15日生

(市役所南庁舎2階) l歳6か月児
6月3日 60年11月16日-11月30日生

6月17日 60年12月1日-12月15日生

3歳児
6月5日 59年 5月1日-5月15日生

6月29日 59年 5月16日-5月31日生

塩田母子健康セ ンター
4か月児

6月9日
62年 1月16日-2月15日生

10か月児 61年7月16日-8月15日生
(塩田地区)

3歳児 6月24日 59年4月1日-5月31日生

4か月児 62年 1月16日-2月15日生

川西社会福祉セ ンター 10か月児 6月10日 61年7月16日-8月15日生

(jll西地区) I歳6か月児 60年11月16日-12月15日生

3歳児 6月12日 58年12月1日 -59年5月31日生

※駐車場が手狭のため、なるべく車での来庁はご遠慮ください。



Azz 、 場 名
実施日

対 象 地 区
l回 2回

上野が丘公民館 6 6 
神科の一部 (神科新屋・ 野竹・西野竹・ 笹井・川原・

月 月
岩門・染屋・金井)

塩尻地区公民館 4 16 塩尻 (秋和・上塩尻・下塩尻)

三好 町会館
同日 (火日) 城下(小牧・諏訪形・須川・中村・朝日ケ丘・ 三好

町・御所・中之条・ 千曲町)

塩田母子健康センター % タイ7 中塩田・別所
川西社会福祉センター 樹 体)川西地区

神川地区公民館
月6 9 1月6 9 

神川の一部 (岩下・みすず台北・みすず台南・梅が丘)

川辺町 会館
川辺・泉田(上田原・川辺町・倉升・神畑・下之条・

b日J<) (創日 築地・東築地・半過・福田・吉田)

東部 (踏入 ・泉町・上常田・中常田・下常国・北常

上田市保健セ ンター 田・常入・材木町)

(市役所南庁舎2階) 6 6 南部 (南天神町・泉平・北天神町・松尾町・ 鷹匠町・
月 月
10 23 本町・末広町・大手町)

上野が丘公民館 体自) 休日) 
神科の一部 (畑山・伊勢山・富士見台・蛇沢・山口・

大久保・長島・金剛寺)

塩田母子健康センター 東塩田 ・西塩田

上田市保健セ ンター 6 6 
北部 (上川原柳町・下川原柳町 ・愛宕町・上鍛冶町・

(市役所南庁舎2階) 月 月
鍛冶町・上房山・下房山・柳町 ・新田・上紺屋町)

11 24 中央の一部 (横町・海野町・原町・ 袋町・ 馬場町)

神川地区公民館
同日 体自) 神川の一部 (大屋 ・下青木・上青木・久保林・黒坪・

上沢・国分・下堀 ・上堀)

上田市保健セ ンター
6 6 西部 (下紺屋町・鎌原・西脇・新町 ・諏訪部・ 生塚 -
月 月 常磐町・緑が丘・新屋・緑が丘北・緑が丘西・城北)

(市役所南庁舎2階) 12 25 
中央の一部 (田町・丸堀町・木町・北大手)

農村環境改善センター (金日) 
同日
豊殿地区

だ 昭和62年 5月16日一一(12)ー

日
本
脳
炎

予
防
接
種
を
実
施

か
ら
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
さ
ん

O
追
加

1
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日

か
ら
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
、
昨
年
初
回
と
し
て

一
固
ま
た
は
二
回
接
種
し
て
あ
る

子
ど
も
さ
ん

O
こ
れ
以
前
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
さ

ん
で
、
初
回
、
追
加
が
完
了
し
て

い
な
い
子
ど
も
さ
ん
も
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

保
健
予
防
課
保
健
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

マ
対
象
者

O
初
回
H
H
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日

え広報う

日本脳炎予防接種目程表

一ー第 983号・

マ
接
種
方
法

初
回
と
し
て
一

1
二
週
間
隔
で
二

回
接
種
。
さ
ら
に
お
お
む
ね
一
年

後
に
追
加
一
回
接
種
。

マ
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票
(
赤
ち

ゃ
ん
手
帳
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。

会
場
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
)

マ
注
意
事
項

①
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
の
な
か
に
予
防

接
種
を
受
け
る
前
、
受
け
た
後
の

※時間は各会場とも午後 1時30分から 2時30分まで。

※駐車場が狭いため、車での来庁はご遠慮ください。

注
意
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
一

読

み

く

だ

さ

い

。

一

②
五
月
に
ポ
リ
オ

(
小
児
ま
ひ
)、一

麻
し
ん
を
受
け
た
子
ど
も
さ
ん
は
一

一
か
月
間
は
他
の
予
防
接
種
を
受
一

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
七
月
に
一

行
う
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

・
B
C
G
接
一

種
を
受
け
る
子
ど
も
さ
ん
は
、
日
一

本
脳
炎
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら

一

二
週
間
以
上
経
過
し
て
か
ら
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

訂
正
お
わ
び

(収
税
課
)

三
月
に
全
戸
配
布
し
ま
し
た
「
わ

た
し
た
ち
の
市
税
」
の
冊
子
の
中
に

次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

マ
表
紙
の
見
返
し
中
、
市
税
決
算

額
の
円
グ
ラ

フ
の
表
示
で
、

市
た
ば

こ
消
費
税
(
四
・
三
%
)
と
軽
自
動

車
税

(
0
・
九
%
)
の
位
置
が
逆
に

な

っ
て
い
ま
し
た
。
マ
裏
表
紙
の
見

返
し
中
、
上
小
地
方
事
務
所
の
電
話

番
号
が
⑫
1
2
6
0
と
な

っ
て

い
る

の
を
⑧
1
2
6
0
に。

商工業の経営相談を開設
上田市、上田商工会議所では、商工業の経営相談(開業、転業も

含む)を開設しています。希望者は、下記の申込先へ事前にご連絡

ください。 相談は無料で、秘密は厳守されます。

相談日…毎月10日、午前10時から午後 3時(相談日が日・祭日の

場合は翌日、土曜日の場合は翌週月曜日になります)

相談会場・・・上田商工会議所

申込先…市商工課宮⑫4100内線604、上田商工会議所2⑫4500、塩

田商工会宮⑩3610、川西商工会2⑧2033
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